






〔はじめに〕 

小児の急性リンパ性白血病は,完全寛解に導入されると,中枢神経白血病予防として頭蓋予

防照射と MTX 髄注が適用されることによって,50%以上の長期生存が得られるようになった。

現在,世界で広く適用されている中枢神経予防手技は,24Gy 総量の全脳照射と通常量の

MTX5 回髄注併用であるが,主として放射線照射に起因するとされる障害の報告が少なくな

く,重篤なものでは数%の頻度で生ずるglia 細胞変性を主病変とする白質脳症がある。この

ほか,様々な程度の中枢神経障害が知られているが,無症状のものについて安全かどうかは

不分明の点が多い。著者らの晩期障害研究班の集計成績および国立がんセンターにおける

症例にみられた放射線予防照射によるSubclinical な障害を中心とする知見をここに報告

する。 


